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1. 研究の背景と目的 

COVID-19 の世界的な流行に伴い、都市の滞留空間に

おいてもソーシャルディスタンスの確保といった感染防

止対策の徹底が求められ、人々が求める都市空間におけ

る過ごし方に変化が生じている。これまで「賑わい」と

いう言葉で形容されていた、人々が「密」に集まる在り

方ではなく、ソーシャルディスタンスを確保しながら都

市空間に居場所を見つけ快適に過ごすウィズコロナ時代

の新しいパブリックライフスタイルが求められている。 

筆者らはこれまで、人々のアクティビティもその場所 

の景観形成において重要な要素と捉え、富山市大手モー

ルらしい景観形成に資するストリートファニチャーとし

て BOLLARD TABLE の開発・実装を地域と協働して行

ってきた。BOLLARD TABLE とは、既存の歩車道境界

のボラードに装着する木製の円形テーブルで、ボラード

の支柱間距離(大手モールでは 2.5ｍ)により、利用者間

のソーシャルディスタンスの確保が可能であるほか、こ

れまでと異なる新たな都市空間の利活用や視点場の提供

を果たす可能性を秘めている。本研究では、BOLLARD 

TABLE が「滞留者の安全性を確保しながら、大手モー

ルの魅力を活かした居心地の良い場所を確保できる」と

いう仮説を基に、都市空間への実装を通して、新たに創

出される滞留空間の効果検証を行うことを目的とする。 

２．調査対象地 

 本研究は、富山県富山市中心市街地に位置する大手モ

ールを対象として実施する。富山市は LRT の環状線化

に伴った質の高い街路空間の整備のみならず、賑わい創

出や回遊性向上をはじめとする重点的な取り組みが実施

されている。LRTに隣接する大手モールは、富山市景観

計画における景観まちづくり推進地区にも位置付けられ

ているほか、地域組織が主導で開催する「越中大手市場」

や、市と地域が協働で継続開催しているトランジットモ

ール社会実験などが行われ、歩行者と公共交通(セント

ラム)中心のより一層豊かな街路空間・景観形成の必要

性の高まりを見せる地域である。 

３．研究方法 

 本研究では、BOLLARD TABLE の都市空間への実装

と効果検証を、富山市主催のイベント「富山市農林水産

物ワンデージャックフェスタ」に合わせて行った。調査

概要を表 1 に示す。BOLLARD TABLE の効果検証のた

め、BOLLARD TABLE(写真 1)と富山市が設置したスタ

ンディングテーブル(写真 2)のそれぞれの利用者に対し、

利用実態と空間への印象評価を把握するためのアンケー

ト調査を実施した。調査項目を表 2 にまとめる。回収し

たアンケートは、単純集計を行った後、滞留空間の印象

評価の回答を用いて因子分析を行い、抽出された因子得

点を用いて両滞留空間の比較分析を行った。なお、アン

ケートの記載漏れなど欠損が見られた回答はすべて分析

対象外とした。また、今回の調査において、BOLLARD 

TABLE は全 6 台の設置(各椅子１脚設置)を行ったほか、

スタンディングテーブルはエリアをバリケードで囲い、

滞留場所入り口で富山市による検温と消毒がなされた。 
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なお、アンケートの調査項目は、李らの研究 1)におけ

る滞留者アンケート調査を参考に、設問の文言の読み替

えや不足項目の追加などを行って作成した。主な追加項

目として、BOLLARD TABLE に期待される効果である、

大手モールらしい景観づくりに関連する設問として、

「眺めが良い」「大手モールらしさを感じる」「この場所

にいることが楽しいと感じる」「清潔である」「安全性が

高い」等が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.調査結果 

４-1.単純集計による比較 

a.滞留形態と滞留行動 

 有効回答数 142 件のうち、BOLLARD TABLE が 50 件

(35.2%)、スタンディングテーブルが 92 件(64.8%)であ

った。BOLLARD TABLE と比較し、スタンディングテ

ーブルの方が滞留人数が多い傾向が見られた。また、滞

留時の行動としては、全体的に「飲食」の割合が多く見

られた(全体平均 93.7%,ボラード 86.0%,スタンディング

97.8%)。しかし、スタンディングテーブルではほぼすべ

てが飲食目的で滞留が行われているのに対し、

BOLLARD TABLE では「会話」 (8.0%)や「休憩」

(6.0%)など飲食以外の一時的利用を目的とした滞留も若

干確認することができた。 

b.滞留者の属性 

滞留者の性別として、BOLLARD TABLE 、スタンデ

ィングテーブルともに男性 4 割、女性 6 割と、両滞留空

間の間に滞留者の性差は確認できなかった。両滞留空間

の滞留者の年代として、どちらも 30～40 代の利用者が

約 6 割を示した。一方、BOLLARD TABLE よりもスタ

ンディングテーブルの方が 10～20 代の若年層に選択さ

れている傾向が見られたことから、BOLLARD TABLE

が 30 代以上の世代に選ばれやすい性質を有しているこ

とが示唆される。また、滞留者の居住地として、富山市

居住の滞留者が約 8 割を占め、滞留空間の違いによって

大きな差異は見られなかった。 

次に、滞留者の職業割合をまとめる(図 1,2)。両滞留

空間を比較すると、BOLLARD TABLE の方が主婦(夫)

の割合が高い傾向が見られた。一方、スタンディングテ

ーブルは、中高生・大学専門学生などの若年層と公務員

の割合が高い傾向が見られる。また、本調査時の

BOLLARD TABLE の利用者層として、子ども連れの主

婦や家族での利用が多く見られたこととも対応する。な

お、家族連れなど複数人での利用に際しては、子どもが

着座し両親が起立した状態での滞留が行われた。 

 

 

c.同伴者 

 同伴者の有無および属性に関して、図 3,4 に示す。

BOLLARD TABLE は、「同居の家族」および「同伴者無

し」(単独利用)の割合がスタンディングテーブルと比較

して高い傾向が特徴的である。約 75%の利用者が「同居

の家族」を選択しており、BOLLARD TABLE による滞

留空間が家族連れに選択される傾向が特に高いことが明

らかとなった。一方、スタンディングテーブルは、「別

居の家族」および「友人・恋人」の割合が高いことが両

空間の比較から示唆された。 

 

 

 

d.大手モールを訪れる頻度 

 両滞留空間の回答結果を図 5,6 に示す。スタンディン

グテーブルと比較して、BOLLARD TABLE の滞留者の

方が大手モールを日常的に訪れる頻度が高い傾向が見ら

れた。一方、スタンディングテーブル利用者の大手モー

ルの来訪頻度は、「年に数回程度」と「ほとんど来ない」

の 2選択肢を合わせて約 70％の割合を示すことからも、

大手モールを日常的に利用している層ほど BOLLARD 

TABLE が創る新しい滞留空間に興味を示す傾向がある

のではないかと推察された。 

表 1 調査概要 

表 2 滞留空間印象評価のアンケート調査項目 

図 1 BOLLARD TABLE 

滞留者の職業割合 

図 2 スタンディングテーブル 

滞留者の職業割合 

図 3 BOLLARD TABLE 

滞留者の同伴者 

図 4 スタンディングテーブル 

滞留者の同伴者 
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e.滞留予定時間 

 両滞留空間利用者の滞留予定時間を図 7,8 に示す。両

滞留空間の比較から、BOLLARD TABLE の方が「5～15

分未満」(44.0%)、「15～30 分未満」(32.0%)といった、

短い滞留時間の選択率が高いことが明らかとなった。こ

れら要因として、BOLLARD TABLE における滞留行動

として、飲食以外の休憩などが選択されていることを挙

げる。つまり、BOLLARD TABLE が特定の目的意識を

持たない一時的な滞留場所として利活用されやすい可能

性を有していることが示唆された。 

g.滞留場所選択理由 

 滞留者の滞留場所選択理由の回答割合を両滞留空間で

分けて図示する(図 9)。全体の共通傾向としては、「飲食

ができる」、「無料で過ごせる」の 2 項目が高い割合を示

した。また、両空間の比較から、BOLLARD TABLE の

選択理由として、「座れる」「デザイン性が高い」「開放

的」「居心地が良さそう」の 4 項目のみがスタンディン

グテーブルと比較して高い回答割合を示した。一方、そ

れ以外の 8 項目に関してはスタンディングテーブルの方

が滞留場所選択理由として意識されている傾向が高く、

中でも「飲食ができる」「立ち寄ったお店に近い」の 2

項目はスタンディングテーブルが突出した回答傾向が見

られる。以上のように、BOLLARD TABLE とスタンデ

ィングテーブルの滞留場所選択理由は大きく異なってい

ることから、両空間が滞留前に与える空間的印象も性質

が異なるものではないかと推察されるほか、2 つの滞留

空間を組み合わせることによって、イベントの性質や利

用者のニーズに適した滞留空間を可変的に生み出すこと

が可能であると示唆された。 

 

４－２.因子分析による比較 

 滞留者アンケートにおける、滞留空間に対する印象評

価(全 17 項目 5 件法による回答)の回答結果を用いて、最

尤法(プロマックス回転)による因子分析を行った。各項

目の因子負荷量を表 3 に示す。 

 

第 1 因子は、「明るい」、「開放的である」などに高い

負荷量を示したことから、「開放性」因子と解釈した。

第 2 因子は、「この場所にいることが楽しいと感じる」、

「大手モールらしさを感じる」などに高い負荷量を示し

たため、「場所性」因子と命名する。また、「過ごしやす

い気温である」、「周りを気にしなくて良い」に高い負荷

量を示す第 3 因子を「快適性」因子、「安全性が高い」

と「清潔である」の 2 項目からなる第 4 因子を「安全・

清潔性」因子と解釈した。 

 次に、先に述べた因子分析の結果をもとに、

BOLLARD TABLE とスタンディングテーブルの両滞留

空間への印象評価を、細項目別(図 10)および４因子別

図 5 BOLLARD TABLE 

滞留者の来訪頻度 

図 6 スタンディングテーブル 

滞留者の来訪頻度 

図 9 滞留場所選択理由 

表 3 因子負荷量 

図 7 BOLLARD TABLE 

滞留者の滞留予定時間 

図 8 スタンディングテーブル 

滞留者の滞留予定時間 
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(図 11)に比較分析を行った。まず、細項目別の比較結果

として、スタンディングテーブルと比較して BOLLARD 

TABLE の印象評価の方が、全 17 項目中 15 項目が高い

平均値を示し、滞留者が高い評価をなしている全体傾向

が見られることが特筆される。特に、「デザイン性が高 

い」、「活気・にぎわいがある」、「眺めが良い」等の項目

はスタンディングテーブルと比較して突出した傾向を示

した。一方、スタンディングテーブルの方が高い値を示

した項目として、「周りを気にしなくて良い」と「周り

の人の雰囲気が良い」の 2 項目が挙げられた。 

 

 

5.考察 

 本研究は、BOLLARD TABLE が「滞留者の安全性を

確保しながら、大手モールの魅力を活かした居心地の良

い場所を確保できる」という仮説を基に実施した。この

仮説に関して、本研究結果より BOLLARD TABLE を活

用した滞留空間が滞留者に与える印象特性として「開放 

性」や「場所性」といった評価因子に高い影響があるこ

とが明らかとなったことから、BOLLARD TABLE が大

手モールらしさを感じながら快適な滞留を促す装置とし

ての可能性を有することが示唆された。 

一方で、「安全・清潔性」に関しては、スタンディン 

グテーブルと比較した際に突出した印象評価はなされな 

かった。また、「快適性」に関しては、BOLLARD 

TABLE の方が低い評価がなされていた。これら低評価

の要因として、ボラードテーブルの設置場所が今回の調

査イベント時において車道と歩道の間に位置していたこ

とが影響していると推測される。すなわち、歩行者動線

と切り離して設置されたスタンディングテーブルの滞留

空間と比較し、BOLLARD TABLE による滞留空間は歩

行者や出展者と近接しており、周辺の通行人の往来状況

などが印象評価を左右する要因となったと考えられる。 

また、滞留場所の選択理由として、スタンディングテ

ーブルの方が様々な選択理由が挙げられているのに対し、

実際の滞留後の印象評価では BOLLARD TABLE の方が

ポジティブな評価がなされている項目が多く、滞留前に

挙げられていなかった「眺めの良さ」などに関する項目

も高い印象評価がなされた。これより、BOLLARD 

TABLE が、滞留前には期待していなかった滞留体験を

滞留者にもたらす装置として機能していると推察できる。 

6.今後の課題 

 今回の調査では、コロナウィルス感染対策のため、

BOLLARD TABLE とスタンディングテーブルで椅子設

置の条件が異なるなど、調査条件が同一で無かったこと

から単純な比較が難しいものであった。また、サンプル

数の少なさや、全 17 項目の印象評価の得点のばらつき

があまり見られなかったことも考慮するべき課題である。

今後の展開として、評価項目の再考や調査条件の統一、

また複数日での比較調査によるサンプル数確保等の検討

が必要である。 
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図 7 印象評価の比較(細項目別) 

図 8 印象評価の比較(4 因子平均値別) 

図 10 印象評価の比較(細項目別) 

図 11 印象評価の比較(4 因子平均値別) 
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